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本来であれば，本誌がお手元に届く頃には日本中が
東京オリンピックの熱狂に包まれ，大いに盛り上がっ
ていたことでしょう。新型コロナウイルスの完全な収
束が見えてこない以上，今後は従来の社会生活のスタ
イルを根本から考え直さなければならない必要に迫ら
れています。学会も講演会も，会議もお喋りも web
を利用したものばかりとなり，味気ないことこの上な
いですが，多くの方が指摘されているように web に
よる情報の発信と受け入れにはそれなりのメリットが
あることも確かです。ただし，世間は既に ‘with コロ
ナ時代 ’ におけるライフスタイルへの変換を模索し始
めているようですが，個人的には世界中の英知を結集
して ‘no more コロナ ’ を合い言葉に， いつの日か
‘without コロナの時代 ’ に戻ることを切に願ってい
ます。

今月号の特集は網膜色素変性の治療です。効果の程
はさておき，長らくアダプチノールの内服くらいしか
存在しなかった本症の治療ですが，遺伝子治療，再生

医療，人工網膜，そして遺伝子治療の中でも網膜神経
節細胞に光刺激による脱分極を生じさせて視覚を獲得
させようというオプトジェネティクスなど，さまざま
なトライアルが進んでいることが理解できます。辻川
先生の章の最後の引用にあるように，網膜色素変性の
患者さんに対して我々眼科医は，診察のたびに検査結
果を確認しながら，ついつい「変わりないですね」

「問題ないですよ」とコメントすることが最大の励ま
しになっているかのような錯覚を持ちがちです。しか
し，患者さん側にしてみれば必ずしもそうではないと
いう認識を持っておく必要があること，また臨床医と
して最新の治療法の動向と情勢を把握し，正しい情報
提供とともに希望を持っていただくことが大切である
ことを改めて感じ入った次第です。

今年の秋以降，世の中はどうなっているのか非常に
気になるところですが，皆さまにおかれましては油断
することなく，引き続き感染予防にご留意ください。
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